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研究成果の概要（和文）：本研究では，日本語教員の養成を担当する大学教員，日本語教員養成機関の教員，児
童生徒の日本語指導を行う学校の管理職等，多様な教師教育者をを対象にインタビュー調査を行い，日本語教育
における教師教育者の成長を支援する方策を検討した。その結果，(1) 学校管理職は教員の学び合いの促進をリ
ソースの配置の工夫によって行っており，日々の学び合いのプロセスのデザインも含めて教師教育者の実践と捉
えるべきであること，(2) 教師教育者が相互に成長を促し合う仕組みとして現状では十分なツールが存在せず，
継続して開発に取り組む必要があること，等が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：     The study examines how we should support the growth of Japanese teacher
 educators. The interview survey was conducted with diverse teacher educators, such as university 
professors in charge of training Japanese language teachers, teachers at Japanese language teacher 
training institutions and administrators of the schools which provide Japanese language instruction 
to culturally and linguistically diverse children. 
     The results are as follows: (1) school administrators promote teachers' reciprocal learning by 
allocating various resources, which entails that the analysis of teacher educators practice should 
include how teacher educators design the process of daily reciprocal learning.  (2) There are 
currently no sufficient systems or tools for teacher educators to facilitate mutual growth, and it 
is necessary to continue to work on the development of such systems. 

研究分野：日本語教育

キーワード： 教師教育　教師教育者の成長　インタビュー調査　同僚性　リフレクション
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本語教育の充実が求められている今，日本語教師の教育を行う「教師教育者」には大きな役割が期待されてい
るが、その研究は端緒についたばかりである。本研究は、その射程について、提案をすることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

2019年 6月に「日本語教育の推進に関する法律」が施行された。その第 20条に「国は，日本
語教育を行う機関における日本語教育の水準の維持向上を図るため，日本語教育を行う機関に
よるその日本語教育に従事する者に対する研修の機会の確保の促進その他の必要な施策を講ず
るものとすること。」とされ，日本語教師に対する研修の実施によって教師の職能を向上させる
ことで日本語教育の水準を維持向上させることが国の責務として明記された。 
日本語教師の養成・研修の水準を向上させるためには，当然，養成・研修に当たる教師教育者
の水準を向上させる必要がある。しかしながら，日本語教育の領域での教師教育者に関する研究
は，これまでほとんど行われていないため，教師教育者としての成長を支援するためにはどうす
ればよいかという問いに答えることはできなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究では，外国人児童生徒等教育に関する養成・研修を行う教師教育者を対象に，以下の課
題を明らかにすることを目的とした。 
・教師教育の実践の省察によって教師教育者はどのように成長するのか 
・教師教育は養成，研修だけでなく，ノン・フォーマルな形態でも起こりうる。ノン・フォ
ーマルな教師教育を支えるためには教師教育者にはどのような力量が必要か。 
・教師教育の実践経験の交流によって教師教育者が成長するにはどのような条件が必要か。 
これらの問いに答えることを通して，教師教育者の成長を支援するにはどうすればよいかを
明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 本研究期間に以下の３つの研究を実施し成果を得た。 
(1) コア・リフレクションの研究 
教員養成大学において日本語教師を養成・研修する教師教育者 5名がコア・リフレクションを
相互に実践し，その可能性と課題について検討した。コア・リフレクションとは教師の養成にお
けるリフレクションの手法として ALACT モデルを開発したコルトハーヘンが開発した手法で
ある（村上・清水 2021）。ALACTモデルとは異なり，課題ではなくポジティブな経験を省察す
ることで自身の「強み」であるコア・クオリティを見出す点に特徴がある。 
コア・クオリティを核心とした「玉ねぎモデル」を踏まえ，次のような手順で玉ねぎの各層に
相当する内容を質問しながら，中心にあるコア・クオリティを探り当てていく。 
① 環境（場面） 
② 行動（したこと） 
③ コンピテンシー（資質・能力的なこと） 
④ 信じていること（信念） 
⑤ アイデンティティ 
⑥ ミッション（使命・目標） 
⑦ コア・クオリティ 
コア・リフレクションの手順に従い，相互に教師教育の実践にお
けるポジティブな経験について語り合い，コア・リフレクションを
行った後，その結果をめぐって検討を行った。 
 
(2) 公立中学校管理職へのインタビュー調査 
外国にルーツをもつ生徒に関わる改革が進められている某公立中学校の学校長にインタビュ
ー調査を実施し改革の内容や改革に関する学校長の考えを尋ねた。調査にあたっては書面で許
諾を得た。インタビューは 1回，時間は 1時間である。その他にこの学校の日本語指導を担当し
ている教員にも聞き取りを行い，補足的な情報を得た。 
 
(3) 教師の成長を支えるプラットフォームとしての実践・研究コミュニティの研究 
研究(2)では，日本語教育・支援の質を高めるために， 養成・研修といった「フォーマル」な
場だけでなく，職員会議等の「ノン・フォーマル」な場のデザインも成長に大きな役割を果たし
うることが明らかになった。そこで，相互作用的な展開を生み出す研究コミュニティについて，
教師教育者のアクションリサーチとして，分析をおこなった。プラットフォームとしての研究コ
ミュニティの参与者にアンケート調査とインタビュー調査を行い，教師教育のためにプラット
フォームがどのように活用されているのかを分析した。 
  
４．研究成果 
(1) コア・リフレクションの研究 
外国人児童生徒等教育を担う教師の養成に当たる教師教育者の背景は多様であるが，お互い

図 1 玉ねぎモデル 



の専門性の違いに関わらず成長を促し合えるコア・リフレクションには大きな可能性があるこ
とがわかった。ことに各自の実践について「ミッション」という概念で社会と関連づけながら振
り返る点は，外国人児童生徒等教育の領域において大きな意義がある。 
コア・リフレクションのプロセスそのものは，ポジティブな体験であったと感じられた。やり
とりの中で探り当てたコア・クオリティについては，「いままでそう感じたことはなかった。」と
いう感想が多かった。ただし，それはコア・クオリティが妥当でないということではなく，自身
のクオリティの一部ではある，あるいは，これまでそうありたいと考えていたものである，と捉
えられていた。 
 コア・クオリティを知ることは成長につながるかどうかについては，「気付いていなかったク
オリティに気付いた」「そうありたいと思っているイメージに近づいていると認識できることは，
動機づけを高めることにつながる」という感想があった。 
一方，課題として，相手のコア・クオリティを見出すためにどのような質問をするのかをその
場で瞬時に判断してやりとりを行うのには，かなりの訓練が必要であろうということが明らか
になった。また，コア・リフレクションに参加する人々の関係性や背景がリフレクションの質に
大きな影響を与える可能性もある。 
コア・クオリティが実践の中でどのように発露するかは，語りの対象となる実践によって異な
る可能性があることが示唆された。どのような実践を元にどのタイミングでコア・リフレクショ
ンを実施することでより成長が促進されるのか検討する必要がある。 
 
(2) 公立中学校管理職へのインタビュー調査 
インタビューの結果，校長は学校改革の一環として，①「日本語教室通信」の配付，②「外国
人教育」の校務分掌への位置付けを行っていた。それによって，非常勤講師である日本語指導者
からの情報が文書として職員会議の協議項目の一つとなった。また，外国人生徒の困り等に対す
る教員の意識高揚が行われていた。 
このように，管理職である協力者は，教員間での実践知の共有を重視していた。実践知は管理
職が示したり与えたりするものではなく，専門職である教員同士の間で共有されるべきものと
考えられている。 
専門職としての実践知の共有という観点から考えると，外国人生徒の指導・支援に当たる日本
語指導担当者や母語支援者との知の共有はきわめて重要である。物理的，制度的な制限を受けつ
つも，「日本語教室通信」をリソースとして活用しつつ，専門職共同体の拡大を行っている。こ
のように，学校全体としての課題解決の観点から，各教員・支援員の専門知を学校全体で共有す
るための働きかけを意図的に行い，同僚性（Little 1984）を従来の境界より拡張し,専門職共同
体を編み直す試みを行っていた。 
外国にルーツを持つ子どもの在籍校における学校改革においては，子どもを取り巻く関係者
と連携することによって互いの有する実践知をどのようにつなぎ合わせるかが重要であり，そ
のための管理職の意識や行動が大きな役割を果たすことが確認された。 
 
(3) 教師の成長を支えるプラットフォームとしての実践・研究コミュニティの研究 
プラットフォームをデザインした研究会運
営者は，エンゲストローム（2020）の活動シス
テム論に基づき，己の現場を離れて参加する個
人が，研究会への参加で，自分自身で質的に転
換して新たに学びを生み出す，拡張的な学習の
サイクルを生み出そうとしていた。 
一方，コミュニティとして個人の学びに協働
的介入する機能を本研究会にもたせるには，一
時参集型プラットフォームに必要な分業とル
ールを模索することが必要であるということ
も明らかになり，そのためプラットフォームの
改革を行うことが必要であることが示唆され
た。 
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